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2
0
2
0
年
以
降
、C
O
V
I
D-

19
の

感
染
拡
大
（
以
下
、コ
ロ
ナ
禍
）
防
止
に
よ

る
水
際
対
策
で
人
の
行
き
来
は
大
幅
に
減

少
し
た
。
そ
の
後
、2
0
2
2
年
6
月
に

は
、条
件
付
き
で
観
光
目
的
の
新
規
入
国

の
一
部
受
け
入
れ
が
再
開
さ
れ
、
徐
々
に

緩
和
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、気

軽
に
海
外
に
行
け
る
状
況
と
は
言
い
難

い
。ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、穀
物
生
産
と
輸
出

の
不
安
定
化
な
ど
、生
活
や
経
済
へ
の
影

響
が
刻
々
と
変
わ
る
予
測
し
難
い
情
勢
の

中
で
、私
た
ち
は
世
界
と
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
、世
界
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と

を
日
々
実
感
す
る
。そ
こ
で
、世
界
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み
る
こ
と
で
、改
め
て
今
を
知
り
、日

本
の
土
木
の
強
み
と
は
何
か
を
考
え
た
い
。

統
計
か
ら
見
た
日
本
の
現
状

　

か
つ
て
、
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
日

本
。
1
9
9
0
年
度
の
「
年
次
経
済
報
告

（
経
済
白
書）

1
（

）
」
の
冒
頭
で
は
、「
日
本
は
い

ま
や
名
目
的
に
は
非
常
に
豊
か
に
な
っ

た
。（
中
略
）
そ
の
経
済
力
が
世
界
に
与
え

る
影
響
は
貿
易
、
金
融
取
引
、
直
接
投
資
、

経
済
協
力
な
ど
の
面
で
か
つ
て
な
い
ほ
ど

大
き
く
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
以
降
は
経
済
成
長
率
（
図
1
）

も
国
際
競
争
力
も
停
滞
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

よ
る
と
、
2
0
2
1
年
版
の
旅
行
・
観
光

開
発
ラ
ン
キ
ン
グ
（
図
2
）
で
日
本
が
初
め

て
首
位
と
な
っ
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
は

航
空
分
野
が
4
位
、
陸
上
・
港
湾
分
野
が

6
位
と
な
り
、
文
化
資
産
で
も
4
位
と

い
っ
た
項
目
が
評
価
さ
れ
た
。
世
界
か
ら

訪
れ
る
人
た
ち
は
、
当
た
り
前
に
あ
る
便

利
な
生
活
と
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
歌
舞

伎
や
能
楽
と
い
っ
た
日
本
文
化
遺
産
を

「
観
て
」い
る
。

　

一
方
で
、「Sustainable Developm

ent 
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Panoramic perspective of Japan's civil engineering community and technology
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図3　理系（科学・技術・工学・数学）分野における女性比率（2019年）（Education at a Glance 2021に基づき作成）
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図2　旅行・観光開発ランキング（2021年版）における分野別評価（Travel and Tourism Development Index 2021に基づき作成）
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図1　GDPの推移（1980年を1とした場合）（World Economic Outlook Databaseに基づき作成）
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● Score
● Air Transport Infrastructure
● Ground and Port Infrastructure
● Natural Resources
● Cultural Resources
※ 17の調査項目のうちインフラ（航空輸
送、交通・港湾）、資産（自然・文化）
の4項目と総合スコアを抽出したもの
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（
持
続
可
能
な
開
発
報
告

書
）」
の
S
D
G
s
達
成
度
で
は
、
日
本
は

1
6
3
カ
国
中
19
位
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
気
候
変
動
な
ど
の

6
項
目
に
「
深
刻
な
課
題
が
あ
る
」
と
さ

れ
、
進し
ん
ち
ょ
く捗
は
芳
し
く
な
く
、
私
た
ち
は
現

在
の
状
況
を
「
視
な
け
れ
ば
」
な
ら
な
い
。

　

特
に
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
」
の
項
目
に
着
目
し
て
み
る
と
、「
女
性

活
躍
」
や
「
D
&
I
」
と
い
っ
た
言
葉
は
珍

し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
一
方
で
、
特

に
理
系
（
科
学
・
技
術
・
工
学
・
数
学
）
分

野
の
女
性
比
率
は
O
E
C
D
38
カ
国
の
中

で
日
本
は
ほ
ぼ
最
下
位
で
あ
る
（
図
3
）
。

　

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
「
日
本
の
土

木
」
は
、か
つ
て
高
い
技
術
と
し
て
評
価
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
海
外
へ
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出

や
国
際
協
力
を
果
た
し
て
き
た
。
文
化
や

契
約
方
法
、
制
度
、
基
準
が
異
な
る
環
境

の
中
で
、欧
米
の
技
術
力
、中
国
を
は
じ
め

と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
成
長
を
前
に
、
世

界
か
ら
み
た
日
本
と
、私
た
ち
が
「
魅
せ
た

い
」
日
本
は
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

世
界
か
ら
み
た

日
本
の
土
木
と
人

　

土
木
学
会
誌
で
は
こ
れ
ま
で
に
「W

el-

com
e to JA

PA
N
! 

│
人
材
の
国
際
化
が

進
む
国
内
D
O
B
O
K
U
│
（
2
0
1
9

年
11
月
）
」
、「
土
木
と
地
政
学
（
2
0
2 

2
年
5
月
）
」
と
い
っ
た
国
際
関
係
の
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
ま
た
、「
地
域
建

設
業
の
代
替
わ
り
（
2
0
2
1
年
12
月
）
」

で
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
性
や
「A

lly

へ
繋

が
る
途み

ち（
2
0
2
2
年
4
月
）
」
に
お
い
て

多
様
な
人
材
の
受
け
入
れ
な
ど
、
土
木
業

界
が
抱
え
る
課
題
に
向
き
合
っ
て
き
た
。

本
特
集
で
は
、
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
年

の
本
誌
編
集
方
針
で
あ
る「
土
木
と
人
」に

着
目
し
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ

カ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
国
の
方
々
と

「
世
界
か
ら
み
た
日
本
の
現
場
」
と
「
世
界

へ
出
た
人
・
世
界
か
ら
来
た
人
が
み
た
日

本
の
土
木
」
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
世
界
の
中
の
日
本
を
み

る
上
で
文
化
的
・
歴
史
的
な
背
景
が
欠
か

せ
な
い
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
わ

か
り
あ
う
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
わ
か

り
あ
え
な
さ
を
互
い
に
受
け
止
め
、
そ
れ

で
も
な
お
共
に
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
技
法
で
あ
る）

2
（

」
と
す
る
チ
ェ
ン
氏

に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地
盤
に
つ
い

て
解
説
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、香
港
理
工
大

学
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
土
木
学
会
上
田
会
長
よ
り
テ
ン
学

長
に
お
聞
き
い
た
だ
き
、
日
本
が
学
ぶ
べ

き
こ
と
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

前
半
で
は
ま
ず
、「
世
界
か
ら
み
た
日
本

の
現
場
」
に
つ
い
て
、
日
本
で
働
い
て
い
る

外
国
出
身
研
究
者
・
技
術
者
3
名
に
、
働

き
方
の
違
い
や
仕
事
を
通
じ
た
土
木
に
対

す
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち

が「
当
た
り
前
」と
感
じ
て
い
る
こ
と
の
違

い
を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、外
国
出
身
の
技

術
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
3
企
業
に
対

し
、
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
に
お
け
る
課
題
や
展

望
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

後
半
の
「
世
界
へ
出
た
人
が
み
た
日
本

の
土
木
」
で
は
、海
外
で
働
く
中
で
感
じ
て

い
る
こ
と
を
京
才
氏
、
戸
塚
氏
に
お
聞
き

し
た
。
ま
た
、マ
ハ
ル
ジ
ャ
ン
氏
と
テ
ィ 

ハ

氏
に
は
、「
世
界
か
ら
来
た
人
が
み
た
日
本

の
土
木
」
に
つ
い
て
、
日
本
語
の
壁
や
、
教

育
・
資
格
制
度
を
議
論
い
た
だ
い
た
。

　

併
せ
て
、
本
特
集
で
は
連
載
「LET

'S 

GO

 A
BRO

A
D
!

」
に
お
い
て
、
建
設
分
野

の
特
定
技
能
外
国
人
採
用
の
取
り
組
み

を
、
同
「
私
の
働
き
方
」
と
「
わ
た
し
の
本

棚
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
世
界
か
ら
日
本
に
来

た
方
々
に
執
筆
い
た
だ
い
た
。

世
界
を
知
る

　

世
界
と
の
関
わ
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
私
た
ち
は
、
教
育
、
働
き
方
、
職
場
、

制
度
、
文
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
に

お
い
て
、日
本
の
位
置
を
知
り
、常
識
に
固

執
し
な
い
広
い
視
点
を
持
ち
た
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、「
資
本
や
労
働
力

の
国
境
を
越
え
た
移
動
が
活
発
化
す
る
と

と
も
に
、
貿
易
を
通
じ
た
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
取
引
や
、
海
外
へ
の
投
資
が
増
大
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
に
お
け
る
経
済
的

な
結
び
つ
き
が
深
ま
る
こ
と）

3
（

」
だ
と
い
う
。

情
報
通
信
手
段
の
進
歩
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、

今
や
ど
こ
に
い
て
も
世
界
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

世
界
を
「
観
る
・
見
る
・
視
る
・
魅
す
る
」

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
常
識
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
そ
う
で
も
な
く
、
違
う
と
い
う

こ
と
を
ま
ず
知
る
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
い
た
だ
け
た

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
旅
立
つ
人
へ
。
恐
れ

ず
に
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

）
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